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学会に入りたい、入ってよかった。
活動に積極的に参加したい、参加してよかった。

会員からの評価

信頼できる学会である。尊敬できる学会である。

外部からの評価



398

484

875 会員数

参加者

発表

34 google 検索順位
2018/5/25 時点

10 図書館等への
納入件数



6,000 x 816
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5,073,040
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1. 広報・ウェブ幹事報告
2. 編集幹事報告
3. 庶務幹事報告
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5. 会計幹事報告
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広報ウェブ幹事報告（1/3）

広報ウェブ委員
広報幹事：宮本篤（東芝エネルギーシステムズ㈱）
田中俊成（日大）、菊澤信宏（原子力機構J-PARC）、佐藤政則（KEK）、
古川和朗（KEK）、柳田謙一（SPring-8）、紀井俊輝（京大）、永井良治（量研機構）

活動内容
○通常活動

公募・国内外会議のウェブページについて随時更新を行っている
○学会ホームページ

学会ウェブページを新デザインに切り替えた
「社会に役立つ加速器」など新コンテンツを準備中

○年会ホームページ
年会の告知から発表申込、プロシーディングス原稿登録、編集などを
すべてまとめた年会ホームページの運用

○年会プロシーディングス編集作業
発表者から有志を募り、年会プロシーディングスの編集作業を依頼
今後も継続予定
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広報ウェブ幹事報告（2/3）

○学会ウェブページのリニューアル
・7/15から新ウェブページを運用中
・学会でtwitterアカウントを取得

⇒timelineを掲載中
・非会員向けに会長メッセージを掲載
・国内/海外の会議情報を統合
・国内の加速器関連施設施設

/加速器の研究・教育機関
⇒情報が古いので、皆様からの

情報提供をお願いします
・学会賞受賞者の一覧ページを新設
・年会賞受賞者のページを新設
・過去の総会報告を閲覧可能に

以下、準備中
・特集「社会に役立つ加速器」
・会員向けマイページの運用

⇒会員情報の管理と
学会誌・年会ページでの認証
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広報ウェブ幹事報告（2/3）

○年会プロシーディングス
・第15回年会プロシーディングスの編集作業について発表者に協力依頼
・8/1現在、31名から協力の承諾
・年会中に編集作業説明会を開催（8/9の昼休み）
・編集作業を円滑に進めるため、専用のCGIを作成、ウェブアクセスにより作業
・年会終了後、速やかに編集作業開始を予定

○「社会に役立つ加速器」をアピールするウェブの取り組み
・学会誌12巻4号特集記事の抄録（一般向け）を、ウェブ上で公開する予定
・第13回年会の特別講演「粒子線治療の過去、現在、未来」のビデオ公開準備中

上映時間２０分程度
・第15回年会特別講演の撮影を行った

○オーラルヒストリーの編纂とウェブでの公開
・シニア世代の研究者、技術者の様々な経験をまとめて記録に残す
・今年度から2～3名程度の聞き取りを実施する計画
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編集委員長 柏木茂（東北大）

編集委員

伊藤正俊（東北大）、大熊春夫（JASRI）、帯名崇(KEK)、加瀬昌之(理研)、

川瀬啓悟（QST）、金正倫計（JAEA）、栗木雅夫（広島大)、

設楽哲夫(KEK)、末次祐介(KEK)、中山光一（東芝エネルギーシステズ）、

内藤富士雄（KEK）、保坂将人（名古屋大）、増田開（京大）、

宮本篤（東芝エネルギーシステムズ）、依田哲彦（阪大RCNP）、

涌井崇（放医研）、大竹雄次（JASRI、2018.08～）

編集幹事報告（1/3）

編集委員
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編集幹事報告（2/3）

第15巻第3号(2017.10.30) 原稿締切8.30
第15巻第4号(2018.1.30) 原稿締切11.30 特集号
第16巻第1号(2018.4.30) 原稿締切2.28
第16巻第2号(2018.7.30) 原稿締切5.30

今後の発行予定

学会誌での特集企画

15巻4号での特集テーマ 「SuperKEKB」

第12巻4号「広がる加速器の利用」

第13巻4号「広がる加速器の利用 中性子」

第14巻4号「国際リニアコライダー(ILC)計画と新しい科学プロジェクトのあり方」

*3年前より1月末に発行される第4号を特集号として
学会誌を編成している
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編集幹事報告（3/3）

（現在）
会員にのみWeb公開している。最新号は会員も閲覧不可。

（今後）
• 会員は学会誌の最新号からホームページで閲覧可能
• 発行より1年を経過した学会誌の記事については、非会員でも学会ホーム

ページにて閲覧可能
• 発行より1年を経過しない記事についても、目次および編集委員会で決めた

記事は非会員でも閲覧可能

学会誌のバックナンバーのWeb公開方法について

機関リポジトリの学会の対応について

学会誌：
「日本加速器学会誌「加速器」投稿の手引き」の９.著作権、出版権の部分を改訂する。

プロシーディングス：
年会プロシーディングス公開ページで転載に関する文書に併記する。

著作者本人が所属する機関の機関リポジトリへの登録のみを認める。
（所定の手続きが必要）
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庶務幹事報告（1/4）

2017年開催の会議等
会 期 等 行 事 名 称 許 可 日 種類

8月17日（木）-19日（土） 第37回表面科学学術講演会・第58回真空に関する連合講演会 2017年1月16日 協賛

8月18日(金)-26日(土)
第11回大学生のための素粒子・原子核、物質・生命スクール

サマーチャレンジ
2017年1月31日 後援

8月29日(火)-9月1日(金) 第57回真空夏季大学 2017年5月18日 協賛

9月27日(水)-29日(金) 第60回放射線化学討論会 2017年6月20日 共催

10月22日(日)-26日（木） The 8th International Symposium on Surface Science（ISSS-8） 2017年2月16日 協賛

11月16日(木)-17日(金) 分子研研究会「量子ビームによる物質生命科学の新展開」 2017年9月12日 協賛

11月27日(月) 放射線医学総合研究所創立60周年記念講演会 2017年9月13日 許可

12月2日（金）-3日（土） 第17回日本中性子学会年会および市民講座 2017年3月21日 後援

12月12日(火)－13日(水) QST高崎サイエンスフェスタ2017 2017年10月3日 協賛

12月21日(木)

理研シンポジウム「小型中性子源RANSが拓く中性子利用と大型施設
との連携－インフラ・ものづくり産業利用での非破壊定量評価への

挑戦－」

2017年10月10日 協賛

2018年開催の会議等
会 期 等 行 事 名 称 許 可 日 種類

3月2日(金)-4日(日) 2017年度量子ビームサイエンスフェスタ 2017年10月31日 協賛

6月9日(土) QSTがん死ゼロ健康長寿社会シンポジウム 2018年4月20日 後援

6月28日(木)-29日 第12回核融合エネルギー連合講演会 2018年1月30日 共催

7月4日(水)-6日(金) 第55回アイソトープ・放射線研究発表会 2017年10月10日 後援

8月28日(火)-31日(金) 第58回真空夏季大学 2018年6月25日 協賛

11月21日(水)-22日(木) 第17回放射線プロセスシンポジウム 2018年6月25日 協賛

11月26日(月)-30日(金) ビーム力学と加速器技術についての国際スクール 2018年7月19日 後援
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庶務幹事報告（2/4）

会員数推移
調査日 正会員

（含名誉会員）
賛助会員 購読会員

（直接契約）
購読会員

（書店経由）

2014年3月1日
766名

（学生46名）
51社 11社 1社

2014年7月20日
823名

（学生52名）
54社 11社 1社

2015年3月1日
812名

（学生47名）
54社 10社 1社

2015年7月20日
862名

（学生53名）
56社 10社 1社

2016年3月1日
836名

（学生48名）
56社 9社 1社

2016年7月20日
862名

（学生53名）
57社 9社 1社

2017年3月1日
837名

（学生40名）
56社 8社 1社

2017年7月20日
879名

（学生37名）
58社 8社 1社

2018年3月1日
866名

（学生36名）
60社 9社 1社

2018年7月20日
897名

（学生45名）
60社 9社 1社
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庶務幹事報告（3/4）
１．事務局移転について

これまで業務委託していた三美印刷（株）が事務局業務からの撤退意向を示したので、移転が必要になった。
条件比較の結果、移転先を国際文献社（事務局委託会社）にした。移転は4月5日。メールおよび学会誌で通
知済みである（3月30日）。移転に伴う事務作業を順次実施中。会員への不都合、経費の大幅増加はない見込
み。

２．個人情報について
2017年5月の改正施行により、加速器学会も「個人情報の保護に関する法律」への対応が必要になった。個

人情報の取得、保護、開示、管理等に対して事務局の対応策を決めた。評議員会の承認を得たので、webや
入会申し込みへの注意書きなど急ぎ対処する。

３．軍事研究議論TFの立ち上げ
昨年の倫理綱領策定では、議論未熟として軍事研究の項は含めなかった。その際に議論を深めようという

提言があった。それを受けて軍事研究議論のTFを立ち上げこれからの議論の進め方を検討することにした。
メンバーは幹事会＋評議員5名。

４．加速器中性子源TF

中性子科学会より、中性子源のための加速器の検討について加速器学会との連携を要請され、TFを立ち上
げる。詳細は学会誌2018年2号参照。（世話人：京大・岩下、J-PARC・内藤）

５．若手の会立ち上げ
若手研究者の自立、活躍を促す目的で、取り組みを始めたい。まずはビーム物理研究の会若手の会の設立

経緯と活動状況を学会誌に寄稿してもらうことにした。（2018年3号）



Particle Accelerator Society of Japan

庶務幹事報告（4/4）

加速器ハンドブック刊行のご案内

会員特別価格：￥31,500＋税
通常価格：￥35,000＋税

（大型書店店頭または
各種オンライン書店で購入可能）

☆年会会期中の受付に置いてある
専用の申込書を使用して、
10月末までに注文すると、
会員特別価格となります。
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行事幹事報告（1/7）

行事委員

行事幹事 : 西森信行（量研機構）
広報幹事 : 宮本篤（広報幹事/東芝エネルギーシステム
ズ）
年会ウェブページ担当 : 佐藤政則 (広報委員兼務、KEK)

年会ウェブページ担当 : 紀井俊輝（広報委員兼務、京大）
アブストラクト・論文集担当 : 菊澤信宏 (広報委員兼務、JAEA)

ポスター会場・企業展示担当 : 仲井浩孝 (KEK)

プログラム担当 : 黒田隆之助 (産総研)

前回組織委員長 : 古坂道弘（北大）
組織委員長 : 江偉華(長岡技術科学大学)

前プログラム委員長 : 岩下芳久（京大/北大招へい教員）
プログラム委員長 : 古川和朗（KEK）
実行委員長 : 菊池崇志（長岡技術科学大学）
元行事幹事 : 花木博文（JASRI）、中村剛（JASRI）
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行事幹事報告（2/7）
第15回日本加速器学会年会 開催状況報告

事前登録 参加申込 ： ３６４名（一般会員： ２７８名、一般非会員（企業展示含む）：４０ 名

学生会員：２１名、学生非会員：２５名）

懇親会参加者 ： 215名

研究発表 口頭発表 ： ７０件

ポスター発表 ： ２７６件（革新的加速器技術の提案 ３件）

施設現状報告ポスター： ３３件

年会賞応募 ： ４８件 （口頭：１４件、ポスター：３４件）

講演 特別講演： 村山斉「加速器で探る宇宙の謎」

学会賞受賞講演 ： ４件 (奨励賞１、技術貢献賞１、特別功労賞２）

技術研修会 ： 「シミュレーション技術」２件

展示・広告 企業展示 ： ６５小間 (賛助会員：３３小間、一般：３２小間)

予稿集広告 ： １１社

その他
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合同セッション4件
3件のテーマはプログラム委員会で決定
1件を発表申し込みから選定

口頭発表
カテゴリーへの割当は発表申込数に比例を原則

ポスター
コアタイムを設定

国際文献社への業務委託を増やしつつある

行事幹事報告（3/7）
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行事幹事報告（4/7）

第16回日本加速器学会年会 開催概要

• 共催： 京都大学

• 後援： 未定

• 会期： 2019年 8 月1日（木） ～ 3日（土）

• 見学： 2019年 7月31日（水）

宇治キャンパス、QST関西、京大原子炉実験所

• 会場： 京都大学吉田キャンパス（京都市）

• 実施体制

組織委員長 ： 大垣 英明 （京都大学）

プログラム委員長 ： 神門 正城（QST関西）

実行委員長 ： 岩下 芳久（京都大学）
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行事幹事報告（5/7）

第17回 日本加速器学会年会 開催概要

• 共催： 松山

• 後援： 未定

• 会期： 2020年 8 月 4日（火） ～ 7日（金）

• 見学： 未定

• 会場： 松山市総合コミュニティセンター/ひめぎんホール

• 実施体制：

組織委員長 ：中村剛 （高輝度光科学研究センター）

プログラム委員長 ：大竹雄次（高輝度光科学研究センター）
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行事幹事報告（6/7）

年会4日案

会場の都合で、ポスターセッションを3回とする場合、4日必要。

年月日 事項

2018年6月25日 第8期評議員にメール審議依頼

2018年7月12日 会員からのコメント募集のお知らせ

2018年8月8日 第27回評議員会で審議

結論： 3日、4日に拘らない。

会場の都合に応じて、やむを得ない場合会期を延長。
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行事幹事報告（7/7）

プロシーディングス提出期限の厳守にご協力を

• プロシーディングス編集作業を、期限後速やかに開始できる体
制を検討したい。

• 提出期限は年会開始一週間前であるが、期限後も引き続き提

出は受け付けており、最終締切日（閉会式でアナウンス）まで

に提出いただきたい。

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます
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会計幹事報告（1/9）

2017年度日本加速器学会決算報告
（2017年4月1日～2018年3月31日）

収入の部
細　　　目 前期実績 当期予算案 当期実績

会費収入 8,186,000 8,336,000 8,430,000
正会員 （187件+前年度前受金649件）×6,000円 4,764,000 5,022,000 5,016,000
学生会員 （11件+前年度前受金22件）×2,000円 104,000 76,000 66,000
賛助会員 （70口+前年度前受金255口）×10,000円 3,200,000 3,150,000 3,250,000
購読会員 9口×10,000円 110,000 80,000 90,000
書店経由購読会員 （前年度前受金1口）×8,000円 8,000 8,000 8,000

15,983,469 15,022,500 15,304,136
会誌販売収入 学会誌売上 38,880 30,000 0
会誌別刷収入 「加速器」Vol.14,No,1～No.4 651,029 600,000 761,136
会誌広告収入 「加速器」Vol.14,No,1～No.4 1,949,400 1,900,000 1,823,040
学術的会合収入 第14回年会 13,344,160 12,492,500 12,719,960

13,049 30 3,042
受取利息 30 30 42
その他 13,019 0 3,000

0 0
その他 0 0

24,182,518 23,358,530 23,737,178

科　　　目

事業収入

雜収入

その他

収入合計
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会計幹事報告（2/9）
支出の部

細　　　目 前期実績 当期予算案 当期実績
3,760,554 3,840,000 3,674,071

会誌発行費 印刷・原稿管理・校正・発送 3,626,094 3,700,000 3,622,231
別刷印刷費 別刷り印刷・発送 134,460 140,000 51,840

16,344,163 11,510,884 13,828,395
学術的会合支出 第14回年会開催費（内事務局手数料155万円） 14,871,121 10,010,884 12,051,963
学会賞費 賞状用紙等 7,992 100,000 5,400
会場費 会議室使用料、会議運営費 82,700 100,000 130,174
旅費 各委員会旅費 1,382,350 1,300,000 1,640,858

5,531,237 5,556,000 4,962,573
定額業務委託費 54万×12ヶ月-年会分担分155万 4,930,000 4,930,000 4,390,000

　会員管理、庶務、会計、ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ保管　等
事務局出張費 臨時会議のみ 21,600 25,000 0
通信費 郵便・電話・サーバー使用料等 234,433 230,000 125,742

封筒印刷費 101,412 100,000 118,800
備品費 4,696 10,000 352
事務用品費 0 10,000 33,001
消耗品費 コピー用紙、役員名刺代など 2,332 10,000 5,010
運送費 宅急便等 16,072 16,000 51,764
事務局旅費 会議・打ち合わせ出席時の旅費実費 23,080 25,000 46,760
支払手数料 在庫処理料、契約料、収入印紙、ドメイン使用料など 28,157 30,000 118,983
振込手数料 銀行振込、年会会期以外のカード決済、受取人払時の手数料 169,455 170,000 72,161

375,400 1,685,000 1,695,200
過去報文集編集 過去報文集目次作成 375,400 0 18,000

第１４回年会プロシーディングス編集作業料 0 0 229,000
加速器ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ執筆料 2016年度より繰越 0 915,000 973,000
ホームページ更新 2016年度より繰越 0 200,000 194,400
年会特別講演撮影 撮影、編集、公開（2016年、2017年分） 0 570,000 280,800
その他 0 0

26,011,354 22,591,884 24,160,239支出合計

科　　　目
学会誌出版費

運営費

事務業務費

その他
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収支差額・剰余金

細　　　目 前期実績 当期予算案 当期実績
-1,828,836 766,646 -423,061
9,692,952 7,864,116 7,864,116
7,864,116 8,630,762 7,441,055次期繰越剰余金

科　　　目
収支差額
前期繰越剰余金

金　　額 金　　額

三菱東京UFJ銀行残高 4,319,258 正会員会費（672件×6000円） 4,032,000
郵便振替貯金残高 9,613,138 学生会員会費（18件×2000円） 36,000
みずほ銀行（年会用口座）残高 50,000 賛助会員会費（260口×10000円） 2,600,000

書店経由購読会員会費（1件×8000円） 8,000

手持ち現金残高 134,659

7,864,116
-423,061

14,117,055 14,117,055

前期繰越剰余金
当期収支差額

合計 合計

2017年度貸借対照表
2018年3月31日現在

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

【流動資産】
現金および預金

科　　　　目
【流動負債】

科　　　　目

前受金
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金　　額 金　　額
14,117,055 4,319,258

9,613,138
50,000

134,659
14,117,055 14,117,055

金　　額 金　　額
6,676,000 4,032,000

36,000
2,600,000

8,000
6,676,000 6,676,000

金　　額 金　　額
7,864,116
-423,061
7,441,055

科　　　　目 細　　　　目

2017年度資産負債明細

三菱東京UFJ銀行残高
郵便振替貯金残高
みずほ銀行（年会用口座）残高

2018年3月31日現在
資　　産　　の　　部

合計 合計

現金および預金

会費前受金（3月31日現在入金分） 正会員会費（672件×6000円）
学生会員会費（18件×2000円）
賛助会員会費（260口×10000円）
書店経由購読会員会費（1件×8000円）

負　　債　　の　　部
科　　　　目 細　　　　目

手持ち現金残高
合計 合計

剰　　余　　金　　の　　部
科　　　　目 細　　　　目

前期繰越剰余金

合計
当期収支差額
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第8期の監事として、以下のお二人が、昨年の総会でご承認いただき

ましたが、

野田章先生（ＮＩＲＳ/ＱＳＴ）

大熊春夫先生（ＪＡＳＲＩ）

野田先生がご都合で辞職の申し出をされたため、細則22条により、評

議員会で辞職を承認し、細則26条により、補充を

早川建先生（日本大学）

に決定しましたので、ご報告いたします。



Particle Accelerator Society of Japan

会計幹事報告（6/9）

2017年度決算監査結果

前期繰越剰余金 7,864,116
当期収支差額 -423,061

次期繰越剰余金 7,441,055

剰余金処分計算書



Particle Accelerator Society of Japan

会計幹事報告（7/9）

2018年度日本加速器学会予算案
（2018年4月1日～2019年3月31日）

収入の部
細　　　目 2018年度予算(A) 2017年度実績(B) 増減高(A-B)

会費収入 8,416,000 8,430,000 -14,000
正会員 830名×6,000円 4,980,000 5,016,000 -36,000
学生会員 44名×2,000円 88,000 66,000 22,000
賛助会員 325口(60社)×10,000円 3,250,000 3,250,000 0
購読会員 9口×10,000円 90,000 90,000 0
書店経由購読会員 1口×8,000円 8,000 8,000 0

17,258,400 15,304,136 1,954,264
会誌販売収入 学会誌売上 10,000 0 10,000
会誌別刷収入 「加速器」Vol.15,No,1～No.4 550,000 761,136 -211,136
会誌広告収入 「加速器」Vol.15,No,1～No.4 1,750,000 1,823,040 -73,040
学術的会合収入 第15回年会 14,948,400 12,719,960 2,228,440

40 3,042 -3,002
受取利息 40 42 -2
その他 0 3,000 -3,000

0 0 0
その他 0 0 0

25,674,440 23,737,178 1,937,262収入合計

科　　　目

事業収入

雜収入

その他
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支出の部

細　　　目 2018年度予算(A) 2017年度実績(B) 増減高(A-B)
3,700,000 3,674,071 25,929

会誌発行費 印刷・原稿管理・校正・発送 3,650,000 3,622,231 27,769
別刷印刷費 別刷り印刷・発送 50,000 51,840 -1,840

16,908,400 13,828,395 3,080,005
学術的会合支出 第15回年会開催費 14,948,400 12,051,963 2,896,437
学会賞費 賞状用紙等 10,000 5,400 4,600
会場費 会議室使用料 250,000 130,174 119,826
旅費 各委員会旅費　 1,700,000 1,640,858 59,142

6,469,178 4,962,573 1,506,605
基本業務委託費 三美印刷　（2018年3月分、4月日割分） 629,000 629,000
基本業務委託費 国際文献社基本料金 3,690,178 4,390,000 -699,822

　会員管理、庶務、会計、ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ保管　等
移転準備費用（初年度のみ） 350,000 350,000

基本以外・超過分 （以下の項目は超過分に含むものとして評価） 1,800,000 1,800,000
事務局出張費
通信費 郵便・電話・サーバー使用料等 125,742 -125,742

封筒印刷費 118,800 -118,800
備品費 352 -352
事務用品費 33,001 -33,001
消耗品費 コピー用紙、役員名刺代など 5,010 -5,010
運送費 宅急便等 51,764 -51,764
事務局旅費 会議・打ち合わせ出席時の旅費実費 46,760 -46,760
支払手数料 在庫処理料、契約料、収入印紙、税務コンサルタント料など 118,983 -118,983
振込手数料 銀行振込、年会会期以外のカード決済、受取人払時の手数料 72,161 -72,161

360,800 1,695,200 -1,334,400
年会ﾌﾟﾛｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞ編集 （年会予算に移行） 0 247,000 -247,000
加速器ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ執筆料 0 973,000 -973,000
ホームページ更新 0 194,400 -194,400
年会特別講演撮影 撮影、編集、公開 280,800 280,800 0
オーラルヒストリー編纂 聞き取り書き起こし、出張費 80,000 0 80,000
その他 0 0 0

27,438,378 24,160,239 3,278,139支出合計

科　　　目
学会誌出版費

運営費

事務業務費

その他
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学会の健全な運営・発展には、会員、賛助会員、広告、

企業展示などをさらに増やしていくことが必要です。

引き続き皆様のご協力をお願い申しあげます。

収支差額・剰余金
細　　　目 2018年度予算(A) 2017年度実績(B) 増減高(A-B)

-1,763,938 -423,061 -1,340,877
7,441,055 7,864,116 -423,061
5,677,117 7,441,055 -1,763,938

科　　　目
収支差額
前期繰越剰余金
次期繰越剰余金


